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災
害
救
助
法
と
福
祉

　

災
害
発
生
時
の
被
災
者
保
護
を
目
的
と
し
て
、

１
９
４
７
年
に
定
め
ら
れ
た
の
が「
災
害
救
助
法
」で

あ
る
。
そ
こ
に「
医
療
・
助
産
」は
対
象
と
な
っ
て
い

る
が「
福
祉
」は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。

　

法
制
定
当
時
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
約

50
歳
、
女
性
約
54
歳
で
あ
り
、
国
民
の
生
活
水
準
も

低
か
っ
た
。
災
害
時
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
福

祉
ま
で
は
対
象
と
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
１
９
５
０
年
の

１
０
７
万
人
か
ら
、
１
９
９
５
年
に
は
７
１
７
万
人

に
増
え
て
い
た
。
そ
こ
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発

生
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
・
妊
産
婦
等

が
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
災
害
弱
者
と
呼
ば
れ
た
。

福
祉
が
災
害
救
助
法
の
対
象
で
な
い
こ
と
が
意
識
さ

れ
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
取
り
組
み
を
総

括
し
た「
災
害
救
助
研
究
会
」〔
厚
生
省（
現
・
厚
生
労

働
省
）平
成
７（
１
９
９
５
）年
設
置
〕が
、「
大
規
模

災
害
に
お
け
る
応
急
救
助
の
あ
り
方
」に
お
い
て「
福

祉
避
難
所
の
指
定
」
を
初
め
て
報
告
し
て
い
る
。
遅

く
と
も
、
こ
の
時
点
で「
福
祉
」を
災
害
救
助
法
の
対

象
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

平
常
時
に
お
い
て
は
、
福
祉
の
安
定
的
運
営
が

課
題
と
さ
れ
、
２
０
０
０
年
に
「
介
護
保
険
法
」、

２
０
０
６
年
に
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」（
２
０
１
３

年
４
月
か
ら
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」）
が
施
行
さ
れ

る
な
ど
、
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
や
法
制
度
は
大
き

く
変
化
し
た
。
し
か
し
、
災
害
時
に
関
し
て
は
置
き

去
り
に
さ
れ
、
２
０
０
７
年
の
能
登
半
島
地
震
で
よ

う
や
く
福
祉
避
難
所
が
実
際
に
設
置
・
運
用
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
「
住
民
に
周
知

さ
れ
な
い
」「
受
け
入
れ
が
遅
い
」「
受
け
入
れ
人
数
が

少
な
い
」
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
十
分

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

福
祉
関
係
者
に
よ
る 

災
害
時
支
援
の
重
要
性

　

こ
の
間
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
２
０
１
７
年
に
は

１
７
４
８
万
人
と
激
増
し
て
い
る〔
平
成
30（
２
０
１
８
）

年
版
高
齢
社
会
白
書
〕。
実
際
に
は
、
制
度
が
な
く

と
も
福
祉
関
係
者
は
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
東
日
本
大
震
災
時
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査［
出
典
：
内
閣
府「
避
難
に
関
す

る
総
合
的
対
策
の
推
進
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
報

告
書
」
２
０
１
３
年
（
東
日
本
大
震
災
時
、
３
１
５

人
、
複
数
回
答
あ
り
）］で
は「
家
族
」や「
近
所
」と
の

回
答
に
並
ん
で
、「
福
祉
関
係
者
」の
避
難
行
動
支
援

に
よ
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う
結
果
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が
逃
げ
る

の
を
誰
が
手
伝
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
第
１

位
が
家
族
・
同
居
者
で
85
人
、
第
２
位
が
近
所
・
友

人
で
60
人
、
第
３
位
に
福
祉
関
係
者
と
い
う
回
答
が

53
人
か
ら
あ
っ
た
。　

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
は
、
日
常
の
つ
な
が
り
が

あ
り
、
状
況
を
よ
く
知
っ
て
い
る
支
援
者
が
災
害
時

も
支
援
す
る
と
ス
ム
ー
ズ
で
、
心
身
と
も
に
安
定
し

や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
介
護
保
険
や
障
害
者
総
合

支
援
法
等
の
対
象
者
は
、
日
常
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
福
祉
関
係
者
に
よ
る
支
援
が
効
果
的
で

あ
る
。
そ
れ
を
近
所
・
友
人
が
支
援
す
る
よ
う
に
制

度
化
す
る
こ
と
が
、
超
高
齢
化
社
会
で
は
求
め
ら
れ

て
い
る
。

通
知
に
よ
る
災
害
福
祉
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　

近
年
、
通
知
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
都
道
府
県
単
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位
で
の
災
害
福
祉
広
域
支
援
チ
ー
ム
の
創
設
と
拡

充
、
災
害
救
助
法
で
の
福
祉
関
係
職
員
派
遣
な
ど
大

き
な
動
き
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
重
要
な
通
知
を
紹
介
し
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
通
知
に
よ
り
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

災
害
福
祉
の
災
害
救
助
法
に
関
す
る
位
置
付
け
が
相

当
程
度
、
実
現
し
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
一
般
避
難

所
・
福
祉
避
難
所
へ
の
福
祉
関
係
職
員
の
派
遣
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
在
宅
の
要
配
慮
者
支
援
に
つ
い
て

は
明
示
的
に
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
２
０
１
６

年
の
熊
本
地
震
に
お
い
て
は
、
在
宅
で
の
災
害
関
連

死
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
災
市
町
村
に

は
、
福
祉
関
係
者
を
含
む
支
援
者
に
よ
る
在
宅
の
見

守
り
や
相
談
、
支
援
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

　

災
害
救
助
法
は
、
災
害
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
て

「
特
別
基
準
」で
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
災

害
関
連
死
の
防
止
と
い
う
最
も
重
要
な
災
害
救
助
活

動
に
、
日
常
か
ら
の
支
援
者
で
あ
る
福
祉
関
係
者
を

活
用
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
べ
き
で
は
な
い
。
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筆者プロフィール

（
１
）災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

　

平
成
30
年
５
月
31
日

　

社
援
発
０
５
３
１
第
１
号

各
都
道
府
県
知
事 

殿　

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長

（
略
）

1�

．
各
都
道
府
県
に
お
け
る
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
目
的
に
つ
い
て

（
略
）
各
都
道
府
県
は
、
一
般
避
難
所
で
災
害
時
要
配
慮

者
に
対
す
る
福
祉
支
援
を
行
う
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

を
組
成
す
る
と
と
も
に
、
一
般
避
難
所
へ
こ
れ
を
派
遣

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
必
要
な
支
援
体
制
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
都
道
府
県
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
社
会
福
祉
施
設
等
関
係
団
体
な
ど
の
官
民
協
働
に
よ

る
「
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」と
い
う
。）を
構
築
す
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

⑤
費
用
負
担

　

チ
ー
ム
の
派
遣
に
当
た
っ
て
は
、
チ
ー
ム
員
の
活

動
に
係
る
旅
費
・
宿
泊
費
等
の
費
用
が
発
生
す
る
こ

と
か
ら
、（
略
）「
災
害
救
助
法
」（
昭
和
22
年
法
律
第

１
１
８
号
）が
適
用
さ
れ
る
災
害
の
場
合
に
は
、
同
法

に
基
づ
く
避
難
所
の
設
置
経
費
と
し
て
災
害
救
助
費

の
対
象
と
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
都
道
府

県
防
災
担
当
部
局
と
も
事
前
に
十
分
に
相
談
し
て
お

く
こ
と
。（
後
略
）

（
２
）福
祉
避
難
所
派
遣
職
員
の
費
用

事
務
連
絡

令
和
元
年
10
月
21
日

一
部
改
正 

令
和
元
年
11
月
11
日

各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市　

 

民
生
主
管
課
長　

殿

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
子
育
て
支
援
課

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部 

障
害
福
祉
課

厚
生
労
働
省
老
健
局
総
務
課

　

令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
る
福
祉
避
難
所
等
に
対

す
る
福
祉
関
係
職
員
等
の
派
遣
に
係
る
費
用
の
取
扱
い

に
つ
い
て

（
前
略
）

１
．
福
祉
避
難
所
へ
の
派
遣

（
1
）費
用
支
弁
対
象
に
つ
い
て

　

ア 

人
件
費

　

福
祉
避
難
所
へ
の
福
祉
関
係
職
員
等
の
派
遣
に
要
す

る
人
件
費
は
、（
略
）災
害
救
助
費
か
ら
支
弁
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
の
状
況
等
に
応
じ
て
相
談
員
等
の
配
置
数
に

つ
い
て
は
、
柔
軟
に
対
応
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
支
弁
対
象
と
な
る
避
難
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
福

祉
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所
に
限
ら

ず
、
当
該
要
配
慮
者
が
避
難
し
て
い
る
場
合
で
も
、
福

祉
避
難
所
と
し
て
扱
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

イ 

旅
費
等

　

福
祉
避
難
所
に
対
す
る
福
祉
関
係
職
員
等
の
派
遣
に

要
す
る
旅
費
及
び
宿
泊
費
は
、
被
災
地
都
道
府
県
と
内

閣
府
と
の
協
議
の
上
、
災
害
救
助
費
か
ら
支
弁
さ
れ
ま

す
。（
後
略
）


